
　

日
を
追
う
ご
と
に
夏
ら
し
く
な
り
里
山
里
海
の
風
景
が
一
層
映
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
罹
患
さ
れ
た
方
々
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
伴
う
経
済
・
社
会
活
動
の
停
滞
に
よ
り
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
一
日
も
早
い
収
束
と
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

株
式
会
社
タ
ケ
エ
イ
は
、
２
０
２
１
年
１０
月
に
リ
バ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と
共
同
持
株
会
社
Ｔ
Ｒ

Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｔ
Ｒ
Ｅ
）
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｅ
は
、
「
地
球
の
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
。
」
と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、
限
り
あ
る
資
源
を
活
か
し
き

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
必
要
な
大
規
模
投
資
や
技
術

開
発
を
行
い
、
自
治
体
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
協
働
を
図
り
、
高
度
循
環
型
社
会
な
ら
び
に
脱
炭
素

社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

タ
ケ
エ
イ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
注
力
し
て
お

り
、現
在
、全
国
６
ヶ
所
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、株
式
会
社
タ
ケ
エ
イ

林
業
で
は
、発
電
燃
料
調
達
だ
け
で
な
く
森
林
整
備
の
促
進
、林
業
の
活
性
化
へ
繋
げ
る
た
め
に
森
林
の
保

有
と
管
理
を
行
い
、各
地
の
自
治
体
や
森
林
組
合
等
と
連
携
し
、資
源
の
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
年
5
月
に
は
Ｊ
Ｗ
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
株
式
会
社
の
全
株
式
を
取
得
い
た
し

ま
し
た
。今
後
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
、各
種
合
わ
せ
ガ
ラ
ス
や
使
用
済
自

動
車
の
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
を
推
進
し
て
、Ｔ
Ｒ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
再
資
源

化
事
業
の
拡
充
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

門
前
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
建
設
工
事
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
、
安
全
第
一
と
埋
蔵
文
化
財
調
査
や
保
護

対
象
種
で
あ
る
動
植
物
等
へ
の
環
境
保
全
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

私
ど
も
門
前
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
、
Ｔ
Ｒ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

の
一
員
と
し
て
、
よ
り
安
心
・
安
全
で
地
域
に
貢
献
で
き

る
環
境
事
業
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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環境活動報告
　今年の５月に深谷川の河口清掃を行いました。前年に引き
続き３回目の実施となり、グループ会社や地元企業の皆様に
もご協力をいただき、河口に流れ着いたゴミや漁網等 ( 約
2.5 t )を撤去し、綺麗にすることができました。
　また、白米千枚田の田植えは、コロナ禍による制限があった
昨年とは違い、御陣乗太鼓の演奏に始まり、華やかな雰囲気
の中で行われ、気持ちのよい汗をかくことができました。秋に
は例年通り稲刈りを実施する予定です。
　今後も積極的に環境維持活動を実施してまいります。

株式会社門前クリーンパーク
代表取締役社長

三本 守

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

白米千枚田の
田植え

深谷川の
河口清掃



お問い合わせ

株式会社門前クリーンパーク
〒927-2342　石川県輪島市門前町劔地口1番地
TEL. 0768-45-1820
https://www.takeei .co. jp/mzcp/
皆様のご意見・ご感想をお寄せください。
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門前クリーンパークの建設は、２０１８年１２月に着工し、３年以上が経過しました。現在、浸出水処理施設や
残土（覆土）仮置場、埋立地付近の造成工事を実施しております。工事期間は、当初、３年間を予定しておりま
したが、保護対象種とした鳥類への配慮や埋蔵文化財の調査、降雪の影響等により、１１ヶ月延伸し、２０２２年
１１月末の完成を予定しています。今後も
引き続き、環境に配慮し安全に工事を実
施してまいります。皆様のご理解とご協
力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　環境影響評価書にしたがって、第１期工事期間中の環境調査および環境保全措置を実施しました。動
物の調査では、昨年に引き続きノスリ
の繁殖を確認しました。環境調査の結
果は、１年間の調査結果をとりまとめ、
中間報告としてホームページで公表し
てまいります。

門前クリーンパークの近況

タケエイグループの近況

　JWガラスリサイクル㈱では、板ガラス店や板ガラスセンター等から板ガラ
ス屑を、酒販店やあきびんポスト等からあきびんを回収しています。
回収したガラスの屑は、種類・色ごとに分
別し、アルミ・鉄・陶磁器などの異物を取
り除き、破砕して新しいガラスをつくる原
料（カレット）にします。このカレットは再
度、板ガラスの原料となるため、底堅い需
要も見込まれ、資源循環にも貢献する事業
です。

環境調査について

施工状況について

施工状況と今後の工程について

2022年6月撮影

浸出水処理施設

埋立地

残土（覆土）仮置場 

全体平面図(第1期整備)

JWガラスリサイクル株式会社

　㈱タケエイとリバーホールディングス㈱は、2021年10月1日よりTREホールディングス㈱としてスタートしました。
　TREが目指すのは、未来に向かって捨てない、サステナブルな社会です。社会全体で環境に対する意識が大きく変わりつ
つある今、様々な技術を生み出し、業界を先導していくことが私たちの務めです。
　産業廃棄物や家電、使用済自動車などを受け入れ、人の手や選別機、破砕機などによる中間処理を行い、金属やプラスチ
ック、木、紙などの素材ごとに再資源化（マテリアルリサイクル）します。中間処理にて分別されたプラスチックや紙類は、固
形燃料RPFの原料として有効活用し、グループ内の発電所で燃料の一部として利用しています（サーマルリサイクル）。
また、バイオマス発電から発生する余熱は、農業などにも生かしています。中間処理後、再資源化できない残渣物は最終処
分場へ埋め立てます。埋め立てが完了した自社最終処分場の跡地は、太陽光発電施設やパークゴルフ場として有効活用して
います。今後は、この一連のプロセスで得た知見を製品メーカーに還元して再資源化・再生利用しやすいモノづくりを推進し、
より環境負荷の少ない社会づくりに貢献してまいります。

ＴＲＥホールディングス株式会社設立のお知らせ

　門前クリーンパークは開業に向けて着々と準備を進
めております。
　産業廃棄物の受け入れの拠点となる管理棟は、今年
の 2 月に着工し、現在は外観がほぼ完成している状況
です。外観の色彩は、輪島市の景観条例に準じたブラウ
ンを基調としています。
　今後はクロス等の内装工事を進め、今年の秋には完
成を予定しています。

管理棟完成間近

▲管理棟の外観（玄関側）▲管理棟の外観（正面）

・TRE HOLDINGS CORPORATION
・東京証券取引所プライム市場（9247）
・資本金100億円
・グループ会社 国内約60ヶ所
　   　　　　  海外　   1ヶ所




